
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

能登原まちづくり推進委員会 委員長 寺岡 千佳雄 

  (問合せ先) ０８４-９８７-４４６０（能登原交流館） 

事業内容 

（１）生涯学習事業（5月～2月に 10回×7講座ほか 4学習 能登原交流館 584人） 

（２）環境美化事業 能登原クリーン作戦（11月 8日 能登原地域内海岸清掃 87人） 

          各地区花壇整備（通年 128人） 

（３）健康及び福祉事業 いきいきサロン（5月～3月 毎月 1回 274人） 

            グラウンドゴルフ（7月 12日 あぶと健生苑 26人） 

            ペタンク（10月 18日 旧学校施設 20人） 

            モルック（①6月 7日 23人 ②11月 15日 28人 ①②共に 旧学校施設） 

（４）安心安全事業  

能登原避難訓練（11月 23日 ①各地区第 1次避難場所 425人 ②各種訓練 旧学校施設 60人） 

（５）ふれあい事業 ふれあいまつり（10月 10日～12日 能登原交流館 443人） 

（６）伝統文化継承事業 とんどまつり(1月 11日 旧学校施設 約 300人) 

            各 6地区に於けるとんどづくり作業 (12月～1月 約 560人) 

（７）人・まち・ふくしマルシェ 2025 中止 

（８）まちづくり推進委員会運営事業 (月 1回定例会 26人×12回 各種情報提供・啓発 400世帯) 

クリーン作戦      ふれあいまつり          とんどまつり 

  

 

成 果 

 のとはら大学、ふれあいまつり、とんどまつり等の事業を展開することにより、例年のように地域内外及び

世代間の交流を行い、一時的ではあるが賑わいを創出することができた。 

課 題 

 主な事業がまつり系の事業となっていて、一瞬の展開で終わる。事業を通して人材の育成を試みるも、地域

内での継承は困難を極めている。このままでは、３年後の事業を誰が受け支えるのか悩みは大きい。 

課題解決にむけて 

 一部の人だけに頼るのではなく、多くの人が無理なく関われる形を考えていきたい。 



 

 

 

 

 

 

  南海トラフ地震が発生した想定です！ 

  想定１：台所が火災です！ 

  

想定２：倒壊した家屋から救出後の応急手当  

  

 

 

 

 

 

今の あなたで なにを 守れますか？ 

想定：３０年以内に発生すると言われている南海トラフ地震への備えとは？ 

   南海トラフ地震の想定：最大震度は「６強」＝「あなたの家屋は大丈夫ですか？」 

⑴ 知識として、あなたにふりかかる、被災状況が想定できていますか？ 

知っていることにより、あなたの事前の最善策が可能になるかも？ 

⑵ 最初の揺れから、あなたの行動はいかにするべきか？ 

各自治会が策定されている、避難計画に基づいて、避難を実施する。 

※相互扶助：周りの人とのコミュニケーションを図り、今できることを実施する。 

⑶ 津波が４時間３０分後にやってきます。さあーどうする？ 

⑷ 何をどう備えるのか？皆さん考えて、周りの方と共有しましょう！ 

今の あなたの 備えで 大丈夫ですか？ 

 

救出後の 

応急措置 

 

年齢層も幅

広く参加して

いただいた。 

 

応急措置の 

実施方法 
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能 登 原 避 難 訓 練 後 の 各 種 訓 練 状 況 

 


